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Chapter 6   Trouble Shooting

環境による要因

塗装作業による要因

水分が凝結

素材

素材

ラッカー系旧塗膜

ラッカー系塗膜
ポリパテ

フタル酸樹脂塗膜

素材

2.  塗装中

2-5  ブラッシング（白化･カブリ）

2-6  チヂミ（シワ・リフティング）

現 象

現 象

原 因

原 因

●塗膜表面にかすみがかかったように、白くボケてツ
ヤがなくなる。

●塗膜を持ち上げたような激しいシワ状の肌になる。

●塗装時に、溶剤の急激な蒸発により空気中の水分が
塗面上に凝結しツヤがなくなる。
　なおラッカー系塗料に多く見られる現象で、高温多
湿条件下で起きやすい。

●塗膜の表面層と内部層の乾燥速度のひずみによっ
て起きる。
　なお、酸化乾燥するフタル酸樹脂塗料のように乾燥
過程で起きるものと、再塗装時の旧塗膜の上塗りの
乾燥速度および溶剤の溶解力との関係で発生する
ものとがある。

●蒸発の遅いシンナーを用いるかまたはシンナーにノンブラッシ
ングなどを添加して急激な蒸発を抑え、水分の凝結をなくす。

●必要以上の厚塗りを避ける。
●ポリパテがエッジ状になった場所はウレタンプラサフで押えて
から上塗りする。
●未反応塗膜の塗り重ねは避ける。

●耐水ペーパーP800～1000で水研ぎし、適正なシンナーで
希釈した塗料で再塗装する。
●軽度の場合、コンパウンドで磨き仕上げる。

●チヂミの個所を研ぎ落しウレタンプラサフを塗り再塗装する。

【 高温多湿 】

【 一度に厚塗り（フタル酸樹脂塗料） 】
【 耐溶剤性不足塗膜上の再塗装 】
【 ポリパテのラッカー塗膜間のサンドイッチ 】
【 旧塗膜の硬化剤の不足 】
【 劣化塗膜の除去不足 】
【 ラッカー系旧塗膜にフタル酸系プラサフ
　を挟み再度、上塗りを塗装した場合 】

使用誤りによる要因

材料･使用誤りによる要因

【 シンナーの蒸発が速すぎる 】

【 溶解力の強い溶剤（シンナー） 】
【 ノンブラッシングの入れ過ぎ 】

対 策

対 策

処 置

処 置




